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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに直交する前後方向と幅方向とを有する股下域の前記前後方向に第１胴周り域と第
２胴周り域とが形成され、前記第１、第２胴周り域のそれぞれが前記幅方向へ延びる端縁
部を有し、前記第１胴周り域と前記第２胴周り域とのうちの少なくとも前記第１胴周り域
では互いに重なり合う第１シートと第２シートとの間に前記幅方向へ伸長され前記第２シ
ートに接合された複数条の弾性部材が介在しており、前記第１胴周り域にはさらに互いに
係合・離脱可能な第１ファスニング手段と第２ファスニング手段とからなるファスニング
手段の前記第１ファスニング手段が形成され、前記第２胴周り域には前記第２ファスニン
グ手段が形成されている使い捨ての着用物品において、
　複数条の前記弾性部材が、前記端縁部に位置する少なくとも１条の伸長応力の高い第１
弾性部材と、前記第１弾性部材よりも伸長応力が低くて前記第１弾性部材よりも前記股下
域寄りに位置する複数条の第２弾性部材とからなり、
　前記第１ファスニング手段は、ベースシートと前記ベースシートの片面に形成された第
１ファスニング要素とからなっていて前記第２弾性部材と交差するように前記前後方向へ
延びており、前記ベースシートは、前記片面とは反対側の面が、前記第１胴周り域におけ
る前記第１シートに接合され、前記第１シートは、前記幅方向における曲げ剛性が前記ベ
ースシートの前記幅方向における曲げ剛性よりも低いものであって、前記幅方向における
前記ベースシートの両側それぞれにおいて、前記ベースシートの周縁部から所要寸法離れ
た部位で前記第２シートに対して接合される一方、前記部位どうしの間では前記第２シー



(2) JP 4522186 B2 2010.8.11

10

20

30

40

50

トと前記第２弾性部材とに対して非接合状態にあることを特徴とする前記使い捨ての着用
物品。
【請求項２】
　前記第１シートが前記着用物品の着用者の着衣と向かい合う前記着用物品の外面シート
および前記着用者の肌と向かい合う前記着用物品の内面シートのいずれかである請求項１
記載の使い捨ての着用物品。
【請求項３】
　前記第１ファスニング手段がフック部とループ部とからなるメカニカルファスナの前記
フック部と前記ループ部とのうちの一方であり、前記第２ファスニング手段が前記フック
部と前記ループ部とのうちのもう一方であって、前記第１ファスニング要素が前記フック
部におけるフックおよび前記ループ部におけるループのいずれかである請求項１または２
記載の使い捨ての着用物品。
【請求項４】
　前記第１ファスニング手段が粘着剤を塗布された粘着性シートと前記粘着性シートが繰
り返し止着可能なターゲット域を形成するシートとのうちの一方であり、前記第２ファス
ニング手段が前記粘着性シートと前記ターゲット域を形成するシートとのうちのもう一方
であって、前記第１ファスニング要素が前記粘着性シートにおける粘着剤および前記ター
ゲット域を形成するシートの表面のいずれかである請求項１または２記載の使い捨ての着
用物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、使い捨ておむつ、トレーニングパンツ、失禁患者用おむつ、吸尿パッド着
用のためのパンツ、おむつカバー等として使用するのに好適な使い捨ての着用物品に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　ＷＯ　０１／８７２０９　Ａ１公報（特許文献１）には、吸収性着用物品（ａｂｓｏｒ
ｂｅｎｔ　ｇａｒｍｅｎｔ）の製法に係る発明が開示されている。この製法によるトレー
ニングパンツは、体液吸収性のシャシー（ｃｈａｓｓｉｓ）とファスニング手段（ｆａｓ
ｔｅｎｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）とを有する。シャシーは前後胴周り域それぞれに胴周り方
向へ伸長状態で延びる弾性部材を有し、ファスニング手段を形成しているメカニカルファ
スナのフック部とループ部とのそれぞれが弾性部材と交差した状態でシャシーに取り付け
られている。
【特許文献１】ＷＯ　０１／８７２０９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　特許文献１に開示されたトレーニングパンツでは、弾性部材の収縮に伴ってシャシーに
ギャザーが生じ、シャシーに取り付けられているフック部やループ部にも同様にギャザー
の生じることがある。日常一般的に使用されるフック部は、剛性が高く、トレーニングパ
ンツの弾性部材の収縮によってギャザーが生じることは稀であるが、そうした剛性の高い
フック部に代えて柔軟でしなやかな剛性の低いフック部を使用した場合のトレーニングパ
ンツでは、フック部にもギャザーが生じ易い。しかるに、フック部にギャザーが生じると
、そのフック部に形成されている多数のフックのうちのあるものは、ギャザーの谷間に隠
れてしまい、ループ部と係合することができなくなる。そうしたフック部では、有効に作
用するフックの個数が減って、係合相手であるループ部が外れ易くなる。また、ギャザー
が生じていない平滑なフック部とそれに係合しているループ部とに比べて、ギャザーが生
じているフック部とそれに係合しているループ部との間には、これら両部が互いに反対方
向へ引張られたときに、いわゆる剥離力が作用し易くてループ部がフック部から外れ易く
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なる。このように、使い捨ての着用物品において、フック部にギャザーが生じることは好
ましいことではない。また、ループ部にギャザーが生じる場合にも同様なことがいえる。
さらにはまた、ファスニング手段として、メカニカルファスナに代えて粘着性シートとそ
の粘着性シートが繰り返しに止着可能なターゲット域を形成するシートとを使用した場合
のこれら粘着性シートとターゲットを形成するシートについても同様なことがいえる。
【０００４】
　この発明では、メカニカルファスナ等のファスニング手段を使用する使い捨ての着用物
品において、その着用物品の弾性部材が収縮しても、そのファスニング手段の少なくとも
一部分にはギャザーを生じることがないように改良を施すことを課題にしている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題解決のためにこの発明が対象とするのは、互いに直交する前後方向と幅方向と
を有する股下域の前記前後方向に第１胴周り域と第２胴周り域とが形成され、前記第１、
第２胴周り域のそれぞれが前記幅方向へ延びる端縁部を有し、前記第１胴周り域と前記第
２胴周り域とのうちの少なくとも前記第１胴周り域では互いに重なり合う第１シートと第
２シートとの間に前記幅方向へ伸長され前記第２シートに接合された複数条の弾性部材が
介在しており、前記第１胴周り域にはさらに互いに係合・離脱可能な第１ファスニング手
段と第２ファスニング手段とからなるファスニング手段の前記第１ファスニング手段が形
成され、前記第２胴周り域には前記第２ファスニング手段が形成されている使い捨ての着
用物品である。
【０００６】
　かかる使い捨ての着用物品において、この発明が特徴とするところは、次のとおりであ
る。複数条の前記弾性部材が、前記端縁部に位置する少なくとも１条の伸長応力の高い第
１弾性部材と、前記第１弾性部材よりも伸長応力が低くて前記第１弾性部材よりも前記股
下域寄りに位置する複数条の第２弾性部材とからなる。前記第１ファスニング手段は、ベ
ースシートと前記ベースシートの片面に形成された第１ファスニング要素とからなってい
て前記第２弾性部材と交差するように前記前後方向へ延びている。前記ベースシートは、
前記片面とは反対側の面が、前記第１胴周り域における前記第１シートに接合され、前記
第１シートは、前記幅方向における曲げ剛性が前記ベースシートの前記幅方向における曲
げ剛性よりも低いものであって、前記幅方向における前記ベースシートの両側それぞれに
おいて、前記ベースシートの周縁部から所要寸法離れた部位で前記第２シートに対して接
合される一方、前記部位どうしの間では前記第２シートと前記第２弾性部材とに対して非
接合状態にある。
【０００７】
　この発明には、次のような好ましい実施態様がある。
（１）前記第１シートが前記着用物品の着用者の着衣と向かい合う前記着用物品の外面シ
ートおよび前記着用者の肌と向かい合う前記着用物品の内面シートのいずれかである（請
求項２に対応）。
（２）前記第１ファスニング手段がフック部とループ部とからなるメカニカルファスナの
前記フック部と前記ループ部とのうちの一方であり、前記第２ファスニング手段が前記フ
ック部と前記ループ部とのうちのもう一方であって、前記第１ファスニング要素が前記フ
ック部におけるフックおよび前記ループ部におけるループのいずれかである（請求項３に
対応）。
（３）前記第１ファスニング手段が粘着剤を塗布された粘着性シートと前記粘着性シート
が繰り返し止着可能なターゲット域を形成するシートとのうちの一方であり、前記第２フ
ァスニング手段が前記粘着性シートと前記ターゲット域とのもう一方であって、前記第１
ファスニング要素が前記粘着性シートにおける粘着剤および前記ターゲット域を形成する
シートの表面のいずれかである（請求４に対応）。
【発明の効果】
【０００８】
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　請求項１に係る発明では、第１ファスニング手段のベースシートが、そのベースシート
の曲げ剛性よりも低い曲げ剛性を有する第１シートに接合されている。第１シートは、ベ
ースシートの周縁部から所要寸法離れた部位で第２シートに対して接合される一方、前記
部位どうしの間では、第２シートと第２弾性部材とに対して非接合状態にあるから、第２
弾性部材が収縮してもベースシートにギャザーを生じることがない。
【０００９】
【００１０】
　請求項２に係る発明によれば、第１胴周り域の第１シートとして、着用物品における外
面シートおよび内面シートのいずれかを使用することができる。
【００１１】
【００１２】
　請求項３に係る発明によれば、ファスニング手段としてメカニカルファスナを使用する
ことができる。
【００１３】
　請求項４に係る発明によれば、ファスニング手段として、粘着性シートと、この粘着性
シートの止着の繰り返しが可能なターゲット域を形成するシートとからなる粘着性のファ
スニング手段を使用することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　この発明に係る使い捨ての着用物品として使い捨ておむつを例にとり、発明の詳細を説
明すると、以下のとおりである。
【００１５】
　図１に斜視図で示された使い捨ておむつ１は、使い捨て着用物品の一例であって、身体
被覆部２と、体液吸収部３とを有する。身体被覆部２は、股下域８と、股下域８の前方に
形成された前胴周り域６と、股下域８の後方に形成された後胴周り域７とを有し、これら
各域６，７，８がおむつ着用者の着衣（図示せず）と向かい合う第１のシート、すなわち
外面シート５と、外面シート５の反対側にあっておむつ着用者の肌（図示せず）と向かい
合う第２のシート、すなわち内面シート４とによって形成されている。後胴周り域７の両
側縁部１２それぞれには、内外面シート４，５とは別体のシートからなるフラップ９が図
の上下方向へ間欠的に並ぶ部位１３において接着または溶着により接合されている。両側
縁部１２とフラップ９とは、合掌状に重なり合い、内面シート４の内面とフラップ９の内
面とが接合されているから、フラップ９には、それ自身で、図の右方に示されているよう
に前胴周り域５の外面シート５に重なろうとする傾向がある。かようなフラップ９の内面
には、商品名マジックテープ等で知られるメカニカルファスナのループ部１６が接着また
は溶着により取り付けられている。また、前胴周り域６の両側縁部１１の外面には、メカ
ニカルファスナのフック部１７が接着または溶着により取り付けられている。これらルー
プ部１６とフック部１７とは、おむつ１のファスニング手段を形成しており、これら両部
１６，１７が重ね合わせられると、フラップ９を介して前胴周り域６と後胴周り域７とが
互いの両側縁部１１，１２において取り外し可能に連結される。図１の右方では両側縁部
１１のうちの一方と両側縁部１２のうちの一方とが連結された状態で示されており、図の
左方では両側縁部１１のうちのもう一方と、両側縁部１２のうちのもう一方とが連結を外
された状態で示されている。両側縁部１１，１２どうしが連結されたおむつ１では、胴周
り開口１８と、一対の脚周り開口１９とが形成される。かようなおむつ１は、胴周り開口
１８の周り方向へ延びる胴周り弾性部材２０と、脚周り開口１９の周り方向へ延びる脚周
り弾性部材１９ａとを有する。身体被覆部２には、これら弾性部材２０，１９ａが収縮す
ることによって、胴周り方向および脚周り方向において凹凸を繰り返すギャザー６６，６
７が形成される。
【００１６】
　図２は、おむつ１の部分破断平面図である。図２では、図１のおむつ１が前後胴周り域
６，７の側縁部１１，１２どうしの連結を外され、伸展された状態にある。おむつ１は、
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双頭矢印Ｘで示される幅方向と、双頭矢印Ｘと直交する双頭矢印Ｙで示される前後方向と
を有し、その幅方向Ｘはおむつ１の胴周り方向でもある。身体被覆部２は、幅方向Ｘへ延
びる前端縁部２６と後端縁部２７、前後方向Ｙへ延びる前胴周り域６の両側縁部１１と後
胴周り域７の両側縁部１２と股下域８の両側縁部２８とを有する。前端縁部２６と後端縁
部２７との寸法はほぼ同じである。股下域８の両側縁部２８は、身体被覆部２の内方へ向
かって凸となるように湾曲している。身体被覆部２における胴周り弾性部材２０は、前端
縁部２６と後端縁部２７とに取り付けられて両側縁部１１と１１との間および両側縁部１
２と１２との間に伸長状態で延びる少なくとも１条の前胴周り域第１弾性部材２１ａおよ
び少なくとも１条の後胴周り域第１弾性部材２１ｂの他に、これら第１弾性部材２１ａ，
２１ｂよりも下方であって股下域８の側縁部２８よりも上方に位置しており（図１参照）
、両側縁部１１と１１との間および両側縁部１２と１２との間に伸長状態で延びる複数条
の前胴周り域第２弾性部材２２ａおよび後胴周り域第２弾性部材２２ｂを含んでいる。第
１弾性部材２１ａ，２１ｂのそれぞれは、第２弾性部材２２ａ，２２ｂのそれぞれよりも
おむつ着用者の胴周りを強く締め付けることができるように、第２弾性部材２２ａ，２２
ｂのそれぞれよりも高い伸長応力を有するものを使用することができる。身体被覆部２で
はまた、脚周り弾性部材１９ａが股下域８の両側縁部２８に伸長状態で取り付けられてい
る。これら胴周り弾性部材２０と脚周り弾性部材１９ａとは、内面シート４と外面シート
５との間にあるもので、図５，６に基づいて後記するフック部１７の近傍を除いて、それ
ぞれのシート４，５に好ましくは間欠的に接合されている。両側縁部１２に取り付けられ
ているフラップ１９は図２において前後方向Ｙに延びている。
【００１７】
　体液吸収部３は、図２に示されているように、透液性表面シート３２と、不透液性裏面
シート３３と、これら両シート３２，３３間に介在する体液吸収性芯材３４とを有する。
表裏面シート３２，３３は、芯材３４の周縁部から延出して重なり合い、接着または溶着
により互いに接合されている。かかる体液吸収部３の両側縁部には、好ましくは不透液性
シートからなる防漏カフ３６が設けられている。防漏カフ３６は、前後端縁部３７，３８
と外側縁部３９とにおいて表面シート３２に接合されているが、内側縁部４１は表面シー
ト３２に接合されていない。その内側縁部４１には、前後方向Ｙへ延びる弾性部材４２が
伸長状態で取り付けられている。かようにして形成された防漏カフ３６は、表面シート３
２の上を幅方向Ｘへ流れる体液が流入可能なポケット４３を形成している。体液吸収部３
は、裏面シート３３がホットメルト接着剤（図示せず）を介して身体被覆部２の内面シー
ト４に接合されている。
【００１８】
　図３は、図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿う切断面を示す図である。身体被覆部２における
後胴周り域７の側縁部１２は、フラップ９と合掌状に重なり合う部分の部位１３において
接合されている。側縁部１２では、後胴周り域第１弾性部材２１ｂと第２弾性部材２２ｂ
とが内面シート４と外面シート５とに間欠的に接合されて部位１３にまで延びているが、
図３には第２弾性部材２２ｂのみが示されている。フラップ９は、それが幅方向Ｘへ引張
られても側縁部１２から剥離することがないようにその側縁部１２に接合されている。フ
ラップ９の内面にはループ部１６を形成しているベースシート４７が接合され、そのベー
スシート４７の内面に多数のループ４５が形成されている。
【００１９】
　図４，５は、図２のＩＶ－ＩＶ線とＶ－Ｖ線とに沿う切断面を示す図である。身体被覆
部２の前胴周り域６の側縁部１１では、フック部１７がベースシート４８と、そのベース
シート４８から起立する多数のフック４９であるファスニング要素とで形成され、ベース
シート４８が外面シート５の外面に対して接合されている。図４において、身体被覆部２
の内面シート４と、外面シート５と、第２弾性部材２２ａとは、ホットメルト接着剤５１
を介して、第２弾性部材２２ａの長さ方向において間欠的に接合されている。ただし、外
面シート５は、ベースシート４８に重なり合って接合する部位５２と、幅方向Ｘにおいて
ベースシート４８の両側それぞれにあってベースシート４８の周縁部５０からの幅の寸法
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がｍ，ｎである周縁部位５３，５４とが内面シート４と第２弾性部材２２ａとに対して非
接合の状態にある。かかる寸法ｍ，ｎは、２～２０ｍｍの範囲にあることが好ましい。図
５においては、外面シート５が、フック部１７のベースシート４８と重なり合う部位５２
と、前後方向Ｙにおいてベースシート４８の両側それぞれにあって周縁部５０からの幅の
寸法がｓ，ｔである周縁部位５６，５７とが第１弾性部材２１ａと、第２弾性部材２２ａ
と、内面シート４とに対して非接合の状態にある。ただし、外面シート５は、これらの部
位５２，５６，５７よりも外側の部位で、つまり寸法ｓ，ｔだけ離れた部位で第１弾性部
材２１ａ、脚周り弾性部材１９ａ、内面シート４にホットメルト接着剤５１を介して前後
方向Ｙにおいて間欠的となるように接合されている。
【００２０】
　図６，７は、胴周り弾性部材２０が収縮したときの側縁部１１を示す図４と同様な図と
、その側縁部１１に後胴周り域７の側縁部１２がフラップ９を介して連結されているとき
の状態を示す図であるが、図７においてフラップ９は仮想線で示されている。身体被覆部
２において胴周り弾性部材２０が収縮すると、この弾性部材２０に接合されている内面シ
ート４も外面シート５も幅方向Ｘに収縮して、これらシート４，５に胴周り方向において
凹凸を繰り返す多数の細かいギャザー６６が生じる。ただし前胴周り域６の側縁部１１で
は、外面シート５のうちで第２弾性部材２２ａと内面シート４とに接合していない部位５
２，５３，５４は、内面シート４から離間しておむつ１の外側へ向かって凸となるように
変形する（図４を併せて参照）。このときに、フック部１７のベースシート４８は、外面
シート５に接合されていることによって、またその外面シート５が弾性部材２０と内面シ
ート４とに対して非接合状態にあることによって、たとえその剛性が低くてもほぼ平坦な
状態を維持することが可能である。外面シート５の部位５３，５４は、図示の如く傾斜す
るとともに、僅かなギャザーを有することがある。このようなフック部１７では、フック
４９がベースシート４８からおむつ１の外側へ向かってそろって起立した状態にあるから
、どのフック４９もループ部１６のループ４５と図７の如くに容易に係合する。後胴周り
域７の側縁部１２が図７の左方へ引張られたときには、外面シート５の部位５３が図示の
如く伸展してギャザーが消失する。
【００２１】
　このように形成されているおむつ１では、フック部１７のベースシート４８が外面シー
ト５よりも多少剛性が高いという程度にメカニカルファスナとしては柔軟なものであって
も、弾性部材２０の収縮の影響を受けることがなく平坦な状態を維持することができるか
ら、フック部１７のフック４９はいずれもループ部１６と容易に係合可能であって、係合
した両部１６，１７は簡単に外れることがない。身体被覆部２において、内面シート４と
外面シート５とには、不織布やプラスチックフィルム、織布等を使用することができる。
これら両シート４，５の少なくとも一方に不透液性シートを使用すれば、おむつ１の防漏
性能が向上する。フラップ９にもまた不織布やプラスチックフィルム、織布等を使用する
ことができる。フラップ９には、幅方向Ｘに弾性的に伸長可能なシートを使用することも
できる。図２では、弾性部材２０が、前胴周り域６と後胴周り域７とにおいて同じレイア
ウトで配置されているが、両域６，７それぞれにおいて、そのレイアウトを適宜変更する
ことが可能である。また、後胴周り域７において、弾性部材２０の一部、または全部を省
くことも可能である。さらにはまた、図示例のおむつ１は、身体被覆部２と、これとは別
体の体液吸収部３とからなるものであったが、内面シート４に透液性のものを使用し、外
面シート５に不透液性のものを使用し、これら両シート４，５の間に芯材３４を介在させ
て、これら両部２，３を一体にした構造のものにすることもできる。
【００２２】
　図８は、おむつ１における側縁部１１の態様の一例を示す図５と同様な図である。図８
の側縁部１１における前端縁部２６では、外面シート５が３条の前胴周り域第１弾性部材
２１ａと内面シート４とにホットメルト接着剤５１を介して接合した状態にあり、フック
部１７のベースシート４８の周縁部５０もその状態にある外面シート５に接合されている
。ただし、外面シート５は、ベースシート４８と重なり合う部位５２の大部分と、ベース
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シート４８の周縁部５０から身体被覆部２の下方（図の上方）へ向かって延びる部位５７
とにおいて第２弾性部材２２ａにも内面シート４にも接合されていない。かような身体被
覆部２のフック部１７では、弾性部材２０が収縮したときに、前端縁部２６においてギャ
ザーを生じることがあっても、フック部１７の大部分を占めている前端縁部２６よりも股
下域８寄りの部分ではギャザーを生じることがない。このような側縁部１１は、図５の側
縁部１１と同じような作用効果を有する。
【００２３】
　図９は、側縁部１１の態様の一例を示す図８と同様な図である。図９の側縁部１１では
、内面シート４と、外面シート５と、弾性部材２０とが図８のそれらと同じように形成さ
れている。フック部１７は、ベースシート４８が図８のそれよりも前後方向Ｙの長さが短
くて、前端縁部２６にまでは延びておらず、３条の第１弾性部材２１ａとは交差していな
い。またフック部材１７は、複数条の第２弾性部材２２ａに対して、そのうちの一部のも
のとのみ交差している。かようなフック部１７もまた、弾性部材２０が収縮してもギャザ
ーを生じることがない。
【００２４】
【００２５】
【００２６】
　図１０，１１もまた、この発明の実施態様を示す図３，４と同様な図である。この態様
のおむつ１では、フック部１７を形成しているベースシート４８がフラップ９の内面に接
合され、そのベースシート４８の内面に複数のフック４９が形成されている。身体被覆部
２の前胴周り域６の側縁部１１では、ループ部１６のベースシート４７が第２弾性部材２
２ａと交差するように延びて、外面シート５の外面に対して接合され、そのベースシート
４７の外面にファスニング要素としてループ４５が形成されている。外面シート５は、部
位５２と周縁部位５３，５４とが内面シート４と第２弾性部材２２ａとに対して非接合の
状態にある。
【００２７】
　図１２，１３もまた、この発明の実施態様の一例を示す図３，４と同様な図である。こ
の態様の使い捨ておむつ１では、前胴周り域６と後胴周り域７とを連結するためのファス
ニング手段として、図３，４に示されるループ部１６とフック部１７とからなるメカニカ
ルファスナに代えて、図１２，１３に示されるターゲット域７１と粘着域７２とからなる
粘着性のファスニング手段が使用される。図１２におけるフラップ９は、不織布からなる
もので、フラップ９の内面にはターゲット域７１を形成するシート７３としてプラスチッ
クフィルムが剥離不能に接合されている。図１３における前胴周り域６の側縁部１１では
、ベースシート７４に粘着剤７６をファスニング要素として塗布してなる粘着性シート７
７が図４のフック部１７の場合と同様に第２弾性部材２２ａと交差するように延びていて
、外面シート５の外面に剥離不能に接合され、粘着域７２を形成している。粘着性シート
７７とターゲット域７１のシート７３とは、止着の繰り返しが可能である。図示例の外面
シート５は、図４の場合と同様に、内面シート４と第２弾性部材２２ａとにホットメルト
接着剤５１を介して、第２弾性部材２２ａの長さ方向において間欠的に接合されている。
ただし、外面シート５は、ベースシート７４に重なり合って接合する部位５２と、幅方向
Ｘにおいてベースシート７４の両側それぞれにあって周縁部５０からの幅の寸法がｍ，ｎ
である周縁部位５３，５４とが内面シート４と第２弾性部材２２ａとに対して非接合の状
態にある。なお、この発明は、図１２，１３の態様に代えて、シート７３からなるターゲ
ット域７１が前胴周り域６に形成され、粘着域７２がフラップ９に形成される態様で実施
することも可能であって、そのときの前胴周り域６におけるファスニング要素は、シート
７３の表面である。
【００２８】
　この発明において、図１に例示のおむつ１は、前胴周り域６の形状が後胴周り域となり
、後胴周り域７の形状が前胴周り域となるように作ることができる。また、ループ部１６
がフラップ９の外側に取り付けられ、フック部１７が身体被覆部２の内側に取り付けられ
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る態様でこの発明を実施することもできる。そのようなおむつ１では、フック部１７を取
り付けられた内面シート４がフック部１７の近傍において弾性部材２０と外面シート５と
に対して非接合状態にある。おむつ１はまた、フラップ９を設けることに代えて、後胴周
り域７の両側縁部１２を前胴周り域６の両側縁部１１よりも幅方向Ｘへ大きく延ばし、そ
の延ばした部分をフラップとして使うこともできる。ただし、そのようなフラップは、図
１のフラップ９の如く後胴周り域６の両側縁部１２のそれぞれと合掌状に重なり合ってい
るものと異なり、胴周り域６をおむつ１の幅方向Ｘへ延長しただけのものであって、それ
自身には前胴周り域６に重なろうとする性質がない。一方、図１のフラップ９は、後胴周
り域７の両側縁部１２に合掌状に重なり合って接合されているから、それ自身に前胴周り
域６に重なろうとする性質がある。
【００２９】
　この発明は、使い捨ておむつの他に、トレーニングパンツや失禁患者用おむつ、吸尿パ
ッド着用のためのパンツ、おむつカバー等の着用物品において実施することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】この発明に係る使い捨ておむつの斜視図。
【図２】伸展状態にある図１の使い捨ておむつの部分破断平面図。
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線切断面を示す図。
【図４】図２のＩＶ－ＩＶ線切断面を示す図。
【図５】図２のＶ－Ｖ線切断面を示す図。
【図６】弾性部材が収縮しているときの図４と同様な図。
【図７】側縁部どうしが連結した状態にある図６と同様な図。
【図８】実施態様の一例を示す図５と同様な図。
【図９】実施態様の一例を示す図５と同様な図。
【図１０】実施態様の他の一例を示す図３と同様な図。
【図１１】実施態様の他の一例を示す図４と同様な図。
【図１２】実施態様のさらに他の一例を示す図３と同様な図。
【図１３】実施態様のさらに他の一例を示す図４と同様な図。
【符号の説明】
【００３１】
　１　おむつ
　４　第２シート（内面シート）
　５　第１シート（外面シート）、シート部材
　６　前胴周り域
　７　後胴周り域
　８　股下域
　１６　第２ファスニング手段（ループ部）
　１７　第１ファスニング手段（フック部）
　２０　弾性部材
　２６　端縁部
　２７　端縁部
　４５　ループ
　４７　ベースシート
　４８　ベースシート
　４９　フック
　７１　ターゲット域
　７２　粘着域
　７４　ベースシート
　７６　粘着剤
　Ｘ　幅方向
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